
氏名 高橋春成

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①文部科学省の科学研究費補助金（基盤研究（C）を受け、「GPSテレメトリーによる農業被害多
発地域におけるイノシシの生態解明」（研究代表者）を研究課題に調査・研究を行った。
②（財）福武学術文化振興財団の「歴史学・地理学助成」を受け、「地域遺産としてのシシ垣の
遺構調査とその保存と活用」（研究代表者）を研究課題に調査・研究を行った。
③奈良大学研究助成を受け、「シシ垣の遺構調査とその保存と活用に関する研究」（研究代表
者）を研究課題に調査・研究を行った。
④文化庁と朝日新聞社の後援を受け、「第1回　シシ垣サミット」を主催した。
⑤「独立行政法人日本学術振興会審査委員候補者」。
⑥農林水産省競争的資金「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」の書面審査評価委
員。

①【学会関係】：地理科学学会評議員、ヒトと動物の関係学会評議員、広島史学研究会評議員、
「高原の自然史」（広島県北広島町教育委員会高原の自然館）編集委員
②【審議会委員など】：農林水産省「農作物野生鳥獣被害対策アドバザー」、滋賀県環境審議会
委員、滋賀県環境審議会自然環境部会長、滋賀県外来種問題検討委員会委員、　滋賀県生きもの
総合調査専門委員、奈良県自然環境保全審議会委員、奈良県自然環境保全審議会鳥獣部会長職務
代理、奈良県大型獣保護管理検討員、奈良県イノシシ基礎調査事業の技術審査委員、大阪府イノ
シシ保護管理計画検討委員会座長、和歌山県イノシシ保護管理計画検討会委員、鳥獣害対策専門
家育成検討委員会委員（（財）自然環境研究センター）、シンポジウム「びわ湖の森の生き物」
実行委員会委員長、シシ垣ネットワーク代表
③【市民講座など】：第1回　シシ垣サミットを主催（2008.11.2,3）。シンポジウム「びわ湖の
森の生き物」を主催(2009.3.14)。　和歌山県海南市主催の鳥獣害防止総合対策事業の講師
(2009.1.21、2.20)。　伊吹・姉川上流交流会（滋賀県長浜市・米原市主催）の講師
(2008.11.16)。　奈良大学心理学・地理学講座「高の原カルチャーサロン」の講師
(2008.10.4)。奈良大学世界遺産講座の講師(2008.9.7)

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

①ゼミ活動では、‘人間と生き物の関係の歴史・文化’、‘地域づくりと野生動物との共存’、
‘外来種問題’などをテーマに、現地に出かけて、地域の人びとの参画も得て、実践的な調査・
研究を行っている。野外では、自動撮影カメラ、GPS、発信機などの機材を導入し、調査対象の
野生動物の捕獲なども行っている。このような取り組みの中で、成果を地域に還元したり、ボラ
ンティア活動を行なったりして、鳥獣害対策や外来種対策などに貢献できるような取り組みを実
施している。　【事例】神の使者とされる奈良公園のシカ、イノシシ・シカ・サルなどの農林業
被害問題、シシ垣、オオクチバス（ブラックバス）、アライグマ、カミツキガメなどの外来種問
題など　　　　　　　                        ②ゼミ活動の一環として、県外への研修も実施
している。【事例】知床半島、小笠原諸島、八丈島、奄美諸島、沖縄諸島、西表島、石垣島、四
国など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③講義においては、毛皮や頭骨と
いった生物標本などを活用し、五感で学べる学習を心がけ、また現場の様子がわかるパワーポイ
ントやビデオなどを導入し、学生が講義内容を効果的に理解できるように工夫している。
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取得学位

広島大学大学院文学研究科博士課程後期地理学単位修得満期退学

博士（文学）　　（広島大学、論文博第２３８６号）

日本地理学会、人文地理学会、地理科学学会、ヒトと動物の関係学会、野生生物保
護学会、日本哺乳類学会、広島史学研究会

人間と生き物の関わりの歴史・文化、地域づくりと野生動物との共存、外来種問題

生物地理学、文化地理学、環境地理学

ハンドボール部顧問、写真部顧問
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② 人間活動と外来種 単著

① 単
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主催

③ 主催

① 作成
委員

イノシシ被害対策
の歴史（シシ垣）
とGPSテレメト
リーからみた近年
の被害地における
イノシシの動向

私の‘生きもの探
検‐見知らぬ生き
ものを求めて‐

世界編、日本編に分け、著者が
各地で野生動物や野生化した家
畜などの調査・研究をしてきた
時の探検的内容を一冊の本にし
たもので、本書は叢書‘地球発
見’シリーズの第11巻として出
版された。

愛知教育大学地理学
会大会

野生鳥獣被害防止
マニュアル（ハン
ドブック）

琵琶湖の水源となる森林の保全
について、そこに生息する生き
物の現状や人間活動との関係な
どに着目した研究発表や意見交
換を行った。

びわ湖の森の生き
物シンポジウム

農林水産省の野生鳥獣被害防止
マニュアルのハンドブック作成
にあたり、アドバイスと分担執
筆を担った。

農林水産省生産局2009年3月1日

滋賀県守山市および
比良山地

琵琶湖博物館

岩波書店

生物科学

地理

2008年6月21日

2008年11月2日、3日

2009年3月14日

ナカニシヤ出版2008年4月

2008年11月

2009年2月1日

2009年3月1日

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

「分布域が拡大する日本のイノ
シシ」というテーマで、イノシ
シの分布拡大や農業被害の増大
と暖冬や耕作放棄地・放置竹林
の間にみられる関係を分析し
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

地理学の中で生き物を扱うこと
の意義について、発表者のこれ
までの調査・研究の経験を踏ま
えて話した（依頼講演）。

地理学、歴史学、文化財、文化
人類学、動物学、地形学などの
シシ垣の研究者並びに教育委員
会、行政関係者などの参画を得
て、シシ垣の保存と活用に関す
る本邦初のサミットを主催し
た。

江戸時代に構築されたシシ垣と
当時の土地利用や村落社会の特
徴、GPSテレメトリーによる現代
の農業被害地におけるイノシシ
の行動特性の検討を行った。

野生化した家畜であるブタを事
例に、外来種が発生する経緯に
ついて、歴史的・文化的な考察
を行い、その過程を地図化し
た。そのような分析を通じ、今
日の外来種問題への地理学の参
画を説いた。


